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皆
さ
ん
の
『
声
』を
区
政
に

生
か
す「
広
聴
」で
す

意
見
・要
望
・提
言

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

「
広
聰
」
と
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や
要
望
な
ど
を
区
の

計
画
や
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
仕
組
み
で
す
。
区
政
情
報

を
お
知
ら
せ
す
る
「
広
報
」
と
と
も
に
、
住
民
参
加
、
開
か
れ

た
区
政
を
進
め
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

方
法
は
、
文
書
で
も
電
話
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
声
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
区
政
へ
参
加
で
き
る

広
聴
ハ
ガ
キ「
区
民
の
声
」

広
聰
ハ
ガ
キ
は
、
区
長
あ
て
に
直
接

郵
送
で
齊
る
(
ガ
キ
で
y
。
区
政
へ
の

意
見
、
提
言
等
を
記
入
し
て
切
盂
池

ら
夛
に
お
近
ぐ
の
ポ
ス
ト
へ
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

回
答
が
必
饗
な
も
の
は
、
恨
緩
か

ら
直
接
区
民
の
皆
さ
ん
へ
お
簽
χ
」
ま

す
。
広
聴
(
ガ
キ
は
、
千
住
本
庁
舎
・

中
央
本
町
庁
舎
の
受
付
、
区
民
事
務
所

な
ど
の
区
施
設
の
窓
口
に
あ
2

ヂ
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「区民の声」の流れ

寄せられた「区民の声」

から

平
成
6

年
度
の

「
区
民
の
声
」
の
受

付
件
黯

諞

件
。
内
容
に
よ
っ
て
担
当

す
る

課
に
照
会
・
伝
達
し
、
で
き
'一
yか

ぎ
り
き
め
細
か
な
対
C

を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
に
は
、
要
留
が
実
現
し
た

も
の
も
多
く
あ
ひ
ま
す
。
そ
の
一
部
を

紹
介
し
毒
歹
。

I I

荒
川
の
土
手
も
整
備
さ
れ

て
、
多
方
面
に
活
沺
さ
れ
て

は
い
ま
t
か
、
自
然
の
形
の
葦
原
が
残

り
少
な
く
な
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
虱
ド
‥
‘

い
気
持
ち
に
も
な
2
ヂ
。
も
う
、
こ

れ
弓
し
ほ
な
く
さ
な
い
で
欲
し
い
と
思

っ
て
い
ホ
y
。
野
鳥
の
憩
い
の
場
で
も

あ
り
、
水
質
の
浄
化
に
も
役
立
つ
葦

が
、
水
辺
か
ら
消
え
て
し
毒
つ
こ
と
の

な
い
ぷ
つ
に
お
願
い
し
豕
y
。

m
治
水
上
、
河
川
改
修
に
よ
り

葦
原
が
少
な
く
な
っ
て
孝
ま

し
た
が
、
現
在
、
建
設
省
や
足
立
区
で

は
、
葦
原
を
保
全
で
き
る
よ
う
に
調

査
・
研
究
を
始
め
て
お
2

ヂ
。
ふ蔆

は
、
葦
原
の
保
拿
も
含
め
た
多
自
然
型

の
河
川
整
備
を
進
め
て
行
き
豕
T
。

Q2
郷
十
薄
物
館
前
か
ら
八
堋
方

面
に
向
か
っ
て
、
大
人
の
釣

ひ
場
に
至
ゑ
莱

道
の
照
明
が
、
道
路

の
照
明
石
並
ん
で
L
年
中
つ
い
て
い
ま

す
。
道
路
の
明
か
り
は
必
要
と
し
て

も
、
1
年
中
同
じ
ぷ
つ
に
両
方
つ
け
て

お
く
こ
と
は
経
費
の
む
だ
と
思
い
ま

す
。
照
明
を
調
整
し
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

A2
歩
道
と
植
栽
灯
を
併
用
し
て

お
n
受
障
が
な
い
と
思
わ
れ

る
箇
所
の
植
栽
灯
の
一
部
は
、
冬
の
時

期
は
消
灯
し
豕
す
。
ま
た
、
来
年
度
工

事
に
て
タ
イ
マ
ー
を
取
ひ
付
け
、
人
通

り
の
少
な
い
時
間
帯
の
節
電
を
行
い
ま

す
。
な
お
、
こ
の
区
間
は
バ
ス
の
利
用

者
も
多
ペ
ー
方
で
啄
暗
く
て
忤
い
と

の
声
に
よ
り
、
歩
道
灯
を
鞳
備
レ
た
経

過
も
あ
る
の
で
、
消
灯
箇
所
に
は
充
分

注
意
し
ネ
y
。
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戦後50年
記念式典・記念事業

―足立区・足立区議会―

今
年
は
、
戦
後
5
0
年
の
節
目
に
あ
た

2
チ
。
区
で
は
、
&
月
1
5
日
の
終
戦

記
念
已
に
戦
後
5
0
年
記
念
式
典
を
開
催

し
乖
y
。
戦
後
5
0
年
記
念
事
業
と
し
て
、

県
ほ
か
に
も
写
真
展
や
資
料
展
な
ど

を
行
い
嫐
歹
。
夏
休
み
の
一
日
、
お
子

六
ん
と
平
和
に
つ
い
'
に
譱
見
回
ま
い

機
会
に
な
る
と
思
い
宋
y
。
ヽ
に
汲
族
や

お
次
た
登
躰
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

一
戦
後
5
0年
配
念
式
典

日
程
卜
&
月
1
5
E
(火
)

場
所
ト
ギ

ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

登
(
5
2
4
2
)
8
1
6
1

内
容
卜
式
典
の
部
(
午
前
1
0
時
)
…
黙

と
う
、
区
長
・
議
長
の
挨
拶
/
来
賓
紹

介
/
手
記
・
区
民
が
語
る
「
わ
た
し
の

戦
後
5
0
年
」
の
発
表
と
記
咨
躍
呈
/

コ
ン
サ
ー
ト
こ
匹
楽
四
重
奏
(
勅
使
河

原
真
実
弦
楽
四
重
奏
団
)
、ピ
ア
ノ
独

奏
蓮
藤
郁
子
氏
)
映
画
の
部
(
午

後
F
時
)
・
:
―
回
目
・
「火
垂
る
の
墓
　

ほ
た
る
の
は
か
」
」
、2
回
目
・
『
蒼

い
記
憶
(
あ
お
い
き
お
く
)
」※
―
・

2
回
目
y
紅
長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で

す

問
先
卜
千
住
本
庁
舎
・
総
務
係

酋
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

・
戦
後
5
0年
記
念
事
業

日
時
等
=
下
表
の
と
お
り
※
「川
を

中
心
と
し
た
自
然
の
移
り
変
り
」
「ス

ポ
ッ
ト
展
・
足
立
の
歴
史
と
又
化
」に

つ
い
刄
χ
場
料
が
か
か
ひ
}
ヂ
。そ

の
ほ
か
は
無
料
で
y

戦後50年記念事業一覧

B29から撮影された千佳喝町・柳原町周辺の爆撃風景(
ハリー・F・ミッチェル氏蔵、仲村明子氏提供)

◎ 毎 月1 日( EXP) ・10 日 ・25 日 発行
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お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い

区
民
相
談
室

区
で
は
、
区
民
の
皆
六
ん
に
役
立
つ

各
種
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
困
っ
た

こ
と
や
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら

～

い

費

用
=
無
料

嶌
秘
密
は
厳
守
{蒭
輦
ヂ

問
先
H
千
住
本
庁
舎
・
区
民
相
談
室

〒
1
2
0
千
住
1
-
4
-
1
8

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1㈹

◎ 住宅修繕等をお考えの方へ、区内建築業者の連合団体を通じ施工業者をあっせんしています。電話　

でお申し込 みください。土曜・日曜・ 祝日はお休みです

選挙豆知識

政
治
家
等
の
寄
附
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

盛
夏
峇
迎
え
、
ま
つ
り
や
花
火
大

会
な
ど
、
様
々
な
催
し
物
が
行
わ
れ

て
い
樂
y
。
そ
ん
な
と
き
、
政
治
家

か
ら
釁
y
(
れ
の
申
し
出
を
受
け
た

り
、
逆
に
政
治
家
に
求
め
ぶ
p
と
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
公
職
選

挙
法
で
は
、
愍
尿
や
後
援
団
体
が

選
挙
区
内
の
者
に
寄
附
を
出
す
y
苫

夲
桑
じ
て
い
李
y
。
ま
た
、
有
権
者

が
政
治
家
に
求
め
る
y
に戸
石
で
き
ま

せ
ん
。
寄
附
に
は
、
金
一
封
だ
け
で

な
く
、
酒
や
飲
食
物
査
芒
X

れ
た

り
、
タ
オ
ル
や
う
か
q
S
l
'
に
と

も
含
ま
れ
求
す
。
政
治
家
が
こ
れ
に

違
甄
泥
り
、
有
権
者
が
寄
附
一
屬
一

要
す
る
と
刑
黔
寡
吁
、
選
誉
罹
・

被
選
挙
権
が
停
止
さ
れ
ホ
y
。
町
内

の
盆
踊
り
大
会
な
ど
、
身
近
な
と
こ

う
か
ら
「
贈
ら
な
い
、
求
め
な
い
、

受
け
取
ら
な
い
I
ル
ー
ル
奮
心
が
け

る
こ
と
が
、き
れ
い
な
政
治
と
選
挙

に
つ
な
が
り
毒
y
。問
先
H
千
住

本
庁
舎
・
選
挙
管
理
委
員
会
嘉
務
局

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

決
定
し
た
シ
ン
ボ
ル
デ
ザ
イ
ン

23区ブランド の
「トイレットペ ーパ ー 」と

「ティッシュペーパー」の

シンボルデザインと

ブランド名が決まりました。

ふ
萩
1
0
月
1
日
の
発
売
を
め
ど
に
開

発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
、2
3区
ブ
ラ
ン

ド
再
生
髫
芯

「
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

1
」
と
「テ
ィ
ツ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

の

シ
ン
ボ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
ブ
ラ
ン
ド
名

が
、
決
定
し
ま
し
た
。

シ
ン
ボ
ル
デ
ザ
イ
ン
は
7
6
9点の
応
募

誓
一
の
中
か
ら
、
ブ
ラ
ン
ド
名
は
2
千
8
6
0

点
の
5
募
作
品
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
最
優
秀
賞
L
点
、
価
莠
賞
i
点
が
選

ぱ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賁
に
選
ぱ
れ
た
作
品
聚
パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
使
用
し
た
譽
蹉
、1
0
月
1

日
に
発
売
の
予
定
で
T
。リ
サ
イ
ク
ル

の
鞴
を
つ
な
ぴ
£
紡
に
も
、区
民
の

釁
兄
の
積
極
的
な
ご
利
―
簒
顴
い

し
毒
y
。問
先
ト
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

課
　
(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

○ シンボルデザイン入賞者( 敬称略)

○ ブラン ド名 入賞者( 敬称略)

平成泉橋と

伊興遺跡公園が
手づくり郷土賞に

手
づ
く
n
郷
土
賞
は
。
地
域
の
自
然

や
特
徴
が
ま
か
さ
れ
て
い
た
り
、
地
域

の
人
た
ち
に
親
し
ま
れ
地
域
の
魅
力
を

つ
く
り
出
t
y
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る

も
の
に
与
え
ら
れ
る
賞
で
す
。
建
設
省

の
主
催
で
、
昭
和
6
1年
か
ら
始
ま
っ
て

今
年
で
1
0回
目
。
平
威
7
年
度
の
募
集

テ
ー
マ
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
部

、
「歴
史
・
文
化
部
門
」、
「自
然
部

門
」
の
1
つ
。
全
国
の
市
区
町
紂
か
ら

応
募
が
あ
ひ
。
平
成
泉
橋
(
神
明
3
1
1
3

先
)
は
「コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
部
門
」、

伊
興
遺
跡
公
園
(
東
伊
興
町
1
3
-

1
)
は
i
史
・
文
化
部
門
」の
ひ

と
つ
に
選
ぱ
れ
声
し
た
。足
立
区
で

味
落
苜
延
べ
1
0
力
所
の
受
賞
と
な

n
乖
y
。こ
れ
は
、都
内
で
は
、最

多
の
受
賞
で
す
。

平
成
泉
橋
は
足
立
区
と
八
潮
市
の

境
を
蓆
れ
る
垳
川
(
が
け
が
わ
)
に
、

足
立
区
が
提
案
し
て
八
潮
市
と
共
同

で
架
橋
し
た
歩
道
橋
で
す
。こ
の
橋

は
、
垳
川
か
ら
取
水
し
た
水
を
公
園

地
下
に
設
置
し
た
浄
化
槽
で
浄
化
し

て
、
再
び
平
成
泉
橋
か
ら
滝
9

ち

に
放
吟
し
て
い
末
す
。

伊
興
遺
跡
公
園
は
、こ
の
地
域
か

ら
発
掘
さ
れ
た
集
落
遺
跡
等
、伊
興

地
区
の
昔
の
面
影
を
子
供
た
ち
に
残

し
、学
習
し
て
も
6
つ
公
園
と
し
て

薙
冐
し
た
も
の
で
y
。公
園
内
に
は

出
王
品
Q
展
示
館
を
、
圉
外
に
は
復

元
さ
れ
た
竪
穴
(
た
て
あ
な
)
式
住

居
、
古
墳
等
紊
膃
し
ま
し
た
。

問
先
=
土
木
部
計
画
調
整
課

(
3
a
o
)
5
2
0
1

平
成
泉
橋

伊
興
遺
跡
公
園

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
…
(
1
1
)

米
騒
動
は
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し

ま
に
た
が
、
民
衆
の
燃
兄
あ
が
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
、
大
正
の
社
会
運
動
を

大
壥
S

齏
冨
せ
る
力
お
貧
ま
し

た
。
労
働
運
動
や
蘿
罠
運
動
と
刄
も

に
、
部
落
解
放
の
運
動
も
融
和
運
動

や
改
善
運
動
を
こ
え
て
発
展
し
て
い

く
の
で
歹
。

米
騒
動
の
あ
ご
、
大
正
8
年
に
、

国
に
昌
畧
な
ぐ
す
た
め
の
請
願
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
同
和
地
区
の
人
を
官
公

吏
に
採
用
す
る
こ
と
、
官
公
文
書
や
身

元
調
豕
な
ど
に
差
別
用
語
を
用
い
な
い

こ
と
、
軍
隊
内
や
教
育
に
差
別
待
遇
を

な
く
畜

」と
、
部
落
改
善
団
体
を
組
織

す
る
こ
と
、
部
落
改
善
費
を
支
出
す
る

こ
と
な
ど
で
し
た
。

政
府
は
大
正
9
年
か
ら
部
落
改
善
費

夭
正
1
2年
以
降
地
方
改
善
費
)
と
し

て
初
め
て
国
家
予
算
鷽
肘
上
す
忝
″と

も
に
、
内
務
省
杞
社
会
事
業
行
取
と
労

働
行
政
奎
町
管
さ
せ
る
な
ど
、
機
構
の

拡
充
を
行
い
声
に
)た
。

こ
り
ぷ
つ
に
し
て
同
和
行
政
が
初

め
ア
咄

家
行
政
の
一
部
門
と
し
て
位

置
づ
け
叭
れ
ま
し
た
。
そ
の
行
政
措

置
は
予
算
額
と
事
業
内
容
か
ら
い
っ

て
も

。
窖

」と
に
微
々
た
る
も
の
で

あ
り

、
そ
の
行
政
姿
勢
も
同
情
的
、

融
和
的
な
も
の
で
し
た

。

こ
R

だ

融
和
運
動
が
進
め
ら
れ

る
一
方
で

、
こ
の
運
動
に
あ
晁

告

ぬ
同
和
地
区
の
人
々
自
身
に
よ
る
解

放
運
動
を
組
織
し
ふ
{
と

す
る
気
運

が
高
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
一一
y
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
命
む
せ

は
、千
住
本
庁
舎
・
同
和
対
策
担
当
へ
。

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

☆
第
y
回
赤
ち
ゃ
ん
大
会
8
月
2
0
日
　

亘

、午
前
1
0時
～
午
後
3
時
/
千
寿

本
町
小
学
校
/
平
成
6
年
生
次
れ
の
赤

ち
ゃ
ん
/
身
体
計
測
・
健
康
相
談
・
お

遊
び
コ
ー
ナ
ー
等
/
無
料
/
勝
楽
堂
病

院

酋
(
3
8
?
)
?
3
7

☆
オ
ス
ト
メ
イ
ト
講
習
会
&
月
2
7
日
　

亘
、
午
後
し
時
～
t
t
時
/
産
業
振

興
館
/
人
工
こ
コ
門
・
尿
路
変
更
の
手

術
奮
s
処
方
と
そ
の
家
族
/
講
師
・

南
由
起
子
氏
(
聖
路
加
国
際
病
院
看
護

婦
)
/
日
本
オ
ス
ト
ミ

蒿

恵
只
都

協
議
会

(
3
7
3
0
)
9
0
1
2
夭
・
木
・

金
曜
日
、
午
前
1
0
時
～
午
後
t
時
)

☆
夏
休
み
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
&
月
2
7

旦
旦
、
午
後
1
時
～
t
時
/
エ
ル
ー

ソ
フ
ィ
ア
/
手
作
ひ
お
や
つ
と
食
教
育
/

講
師
・
栄
養
士
/
田
辺

(
3
8
9
ヱ
8
7
1
4

☆
戦
後
5
0周
年
平
和
の
つ
ど
い
「コ
ー

プ
と
う
き
ょ
う

あ
だ
ち
夏
ま
つ
り
」8

苡
曾
(

月
)
、午
煎
…膊
迴
了
午

後
1
時
/
綾
瀬
ブ
ル
ミ
エ
/
親
子
平
和

映
画
、
軟
争
体
験
奮
諺
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

等
/
2
0
0円/
権
田

(
3
8
5
9
)
9
9
3
0

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
康
譽
募
集

9
月
1
5
E
(
召
、午
前
1
0
時
～
午
後
t

時
(
雨
天
の
場
合
1
7日
に
順
延
)
/

ル
ミ
ネ
北
千
住
屋
上
/
―
区
画
2
m
x
2
m
/

出
店
料
千
円
(
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
)
/
申
込
方
法
の
問
い
合
わ

せ
は
ル
ミ
ネ
北
千
住
店
営
業
部
(
8
月
3
1

日
ま
で
)

(
3
8
8
8
)
7
5
5
2

☆
第
1
5
回
夏
休
み
親
子
キ
ャ
ン
プ
参
加

者
募
集
8
月
2
7
日
～
2
9
日
/
福
島
県

国
立
頡
畢
子
少
年
自
然
の
冢
/
聊
人
/

電
話
に
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
送
付
/

佐
々
木(

3
8
～
)
4
4
2
6

=
募

集
=

☆
区
内
公
私
立
高
校
生
の
短
歌
作
品
募

集
(
星
皿
区
歌
人
ク
ラ
ブ
創
設
4
0
周
年

記
念
行
事
)
題
材
は
目
由
/
(
ガ
キ

に
学
校
名
学
年
、氏
名
産
明
記
(
(

ガ
キ
t
枚
に
つ
克
嵩
一
首
ま
で
、何

枚
で
も
可
)
/
1
0厨

甘
消
印
有
効
/

区
教
育
委
員
会
賞
ほ
か
/
矢
吹
m
紀

〒
1
2
3
江
北
2
1
4
6
1
1
1

(
3
a
り
5
)
6
A
5

☆
油
絵
「
茜
会
」

月
2
回
土
曜
日
、

午
後
1
時
迴
了
4

時
3
0分
/
綾
瀬
プ

ル
ミ
エ
ほ
か
/
月
額
2
千
円
/
深
堀

(
3
6
2
0
)
2
2
1
0

☆
石
丸
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

月
―
回

日
曜
日
/
講
師
同
行
で
東
京
周
辺
ほ
帰

り
(
イ
キ
ン
グ
/
入
会
金
2
千
円
・
参

加
費
千
円
/
前
田

(
3
8
9
9
)
7
5
6
7

☆
油
絵
「
フ
ォ
ル
テ
」

月
4
回
・
金

曜
日
、
午
後
6
時
卻
}
了
9

時
/
舎
人

セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
2
千
円
・
月

額
1
千
円
/
細
矢

莟
8
8
3
)
5
7
0
5

☆
同
好
会
練
物
教
室
(
手
あ
み
)
/
第

2
・
t
木
曜
日
、午
後
且
霑
芬
1
8

時
9
分
/
竹
の
褫
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月

額
1
千
円
/
野
村

(
3
8
8
3
)
5
3
5
2

☆
志
野
古
今
流
香
道
月
1
回
、
第
L

火
曜
日
ま
た
は
第
L
土
曜
日
、
午
後
1

時
～
/
入
会
金
千
円
/
月
額
1
千
円
/

井
上

魯
(
3
8
8
6
)
5
7
3
3

☆
着
付
(
足
立
着
物
愛
好
会
)

毎
週

月
・
火
・
水
曜
日
、
午
前
1
0時
、
午
後
1

時
、
午
後
―
鶚

芬
/

東
和
5
丁
目
/

入
会
金
千
円
・
弖
琴
羊
円
/
山
崎

(
3
6
0
6
)
6
5
3
7

☆
T
o
K
Y
o
足
立
唱
歌
推
進
会
毎

週
土
曜
日
小
・
中
学
生
は
午
後
3
時

廴
&
劭
分
、
大
人
(
6
0
瞋
ま
で
)
は

午
後
1
時
釦
分
廴
&
恥
が
/
東
伊
興

小
学
校
/
入
会
金
千
円
・
月
額
千
円
/

矢
野
　
(
3
8
5
7
)
1
4
A

□ 8月は電気使用安全月間です　(財) 関東電気保安協会
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(保
)(
健
)

(ガ
)(イ
)

(
ド
)

が
ん
検
診
と
成
人
健
康
診
査
(
無
料
で
す
)

□
消
化
器
が
ん
検
診

胄
が
ん
検
診
と
大
膓
が
ん
検
診
で

す
。

対
取
莪
厩
弓

あ
区
民

期
-

鳳
官

※
冐
を
切
除
し
た
方
、
胃
の

病
気
で
治
凍
中
の
方
、
妊
娠
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

□
夊
性
の
が
ん
検
診

乳
が
へ
子
宮
が
ん
の
早
期
邪
兄
に

役
立
ち
乖
y
。
対
象
H
3
0
歳
以
上
の

女
性
区
民

場
所
卜
区
内
実
施
医
療
機

関

受
診
日
卜
受
診
票
の
指
定
期
間
内

に
受
診
匳
顰
機
関
と
相
談
の
卜
戞
診

□
成
人
健
康
診
一

血
液
、
尿
、
必
要
に
C
じ
て
心
電
図

の
検
査
な
ど
忝
行
い
、
心
臓
、
肝
臓
、

に
瓦
臓
の
病
気
や
糖
尿
病
、
高
血
圧
、

高
脂
血
症
等
に
つ
い
て
調
べ
求
y
。
内

容
の
芫
実
し
た
健
診
で
歹
。
対
象
卜
4
0

歳
以
上
6
4歳

亀
和
5
年
4
月
1
日

以
降
生
袤
れ
)
ま
で
の
区
民

場
所
卜

区
内
実
東
屋
破
機
関

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
=
(
ガ
キ
に
庄
所
、
氏
名
(
フ
リ

ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、
性
別
、
一
`
話
番

号
、
検
診
名
夲
晧
記
。
受
鑿
7

彙
内

を
お
送
り
に‥
y
}紊

※
消
化
器
が
ん
検

診
は
、
表
―
の
日
程
か
ら
検
診
R
、
場

所
(
第
1
希
望
ま
で
)
も
明
記

申
・

問
先
卜
千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

〒
順
千
住
L
1
4
1
1
8

(
3
8
8
2
)
-
1
1

㈹

ぜ
ん
息
児
水
泳
教
室
(
後
期
)

期
間
H
1
0
月
4
日
1
1
1
月
1
5
ら
、
毎
週

水
曜
日
(
1
0
弖
曾
ほ
除
ぐ
)
、
計
6
回

時
間
=
午
後
1
時
廴
&
洳
分
(
予
定
)

場
所
凵
千
住
原
豕
プ
ー
ル
ー
ス
イ
ミ
ー

対
象
卜
区
内
在
住
で
、
ゼ
ん
息
に
か
か

っ
て
い
る
小
学
生
定
*
=
3
0
-
<
K

用
卜
無
料
申
込
卜
保
険
証
を
怒
囗
に

持
参
申
込
期
間
H
&
月
u
日
～
1
7
日

柬
前
期
の
教
室
に
参
加
さ
れ
た
方
は
6

募
で
き
ま
せ
ん

申
・
問
先
日
千
住
本

庁
舎・
公
害補
償係

(
3
8
8
2
T
1
1
1
㈹

精
神
保
健
講
演
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
T
H
E
・
デ
イ
ケ
ア

分
裂
病
を
始
め
と
し
た
精
神
疾
患

に
。
保
健
所
デ
イ
ケ
ア
は
こ
ん
な
役
創

を
痔
つ
の
で
し
ょ
う
か
。
い
ろ
い
ろ
な

立
掃
か
ら
耆
を
み
F
し
ょ
う
。
日

時
卜
&
n
忖
(
金
)
、
午
後
L
時
3
0
分
～
t

時

場
所
卜
足
立
保
健
所
分
室

(竹
の
塚
-
1
1
8
-
1
2
-
1
0
1
)内
容

日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
日

精
神
科
医
、
病
院
ワ
ー
カ
ー
、
デ
ィ
ケ

ア
美
術
講
師
、
家
族
、
保
健
婦

費
用

日
無
料

定
S
H
5
0人

申
・
問
先
日

足
立
保
鼎
一

l
g
5
)
4
t

」
5
1

パ
パ
に
な
る
あ
な
た
も
ご
参
加
を

赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
た
め
に

日
時
日
&
弖
吻
E
(
金
)
、
午
後
U
時
3
0

分
I
t
時
対
象
恭
蘊
i
刀
月
以
降

の
方
と
そ
の
配
偶
者

内
容
ト
マ
タ
ニ

テ
ィ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
(
妊
婦
体
操
)
と

パ
パ
の
子
育
て
入
門
編

定
a
卜
3
0人

(先
隻
眼
)

申
込
日
電
話

場
・
申

・
問
先
日
千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
9
匈
f
7

表1　消化器がん検診日程

ご利用ください

就学相談

教
育
研
茜
町
で
は
、
来
年
4
月
に

小
学
校
へ
入
孥
t
る
、
心
身
に
障
害

が
費
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
に
つ

い
刄
誕
学
相
談
奮
竹
つ
て
い
ま
す
。

教
育
の
場
鷽
こ
こ
に
求
め
た
ら
よ

い
か
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談

員
が
t
s
じ
零
y
。
日
時
卜
毎
週
月

i

日
(
祝
日
を
除
く
)
、
午
前
9

時
～
午
後
i
時

申
込
H
一
話

場
・
申
・
問
先
卜
教
育
箜
i

脱
学

相
談
担
当

(
3
R
5
0
)
8
8
0
1

ビデオコンクール

「エイズ問題を考える」
(
参

)
(

加
)

(

者

)
( 募

)
(

集 )

区
で
は
、
エ
イ
ズ
予
堕
蒿
一
く
呼

び
扨
y
だ
め
、
ビ
デ
オ
コ
ン
ク
ー

ル
受
付
い
ま
す
。
エ
イ
ズ
に
つ
い
て

問
題
意
識
を
持
て
や
弯
な
内
容
で
し

た
ら
、
ビ
デ
オ
の
内
容
は
ど
の
ぶ
7
な

も
の
で
も
結
構
で
す
。
ユ
ニ
ー
ク
で
個

性
的
な
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。な
お
、一
秀
恆
一
に
つ
い
て
は
、

後
E
ビ
デ
オ
上
映
会
に
て
上
脾
し
、

表
彰
し
豕
y
。ま
ず
ほ
(
ガ
キ
で
お

申
し
J
ぶ
く
だ
さ
い
。

対
象
川
区

内
在
住
・
在
動
・
在
学
の
方

内
容

趾
玖

ほ
i
分
以
内

申
込
卜
事
前

に
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
郵
送

※
後

日
。
資
料
を
夸
胥
し
拿
r

期
限
=
9

月
1
5日

申
・
問
先
卜
足
立
保

飃
所
・
保
健
指
導
係

〒
a
伊
興
町
前
沼
1
1
5
7
-
6

魯
(
3
q
g
)
4
1
1
0
>

―
■

東
部
・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

障
害
に
関
す
る
専
門
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

理
学
療
法
弌
作
業
療
犂
弌
言
語

東
法
士
、看
護
婦
等
の
ス
タ
ッ
フ
が
、

障
害
に
佩
わ
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て

相
談
奮
冥
け
、指
導
、訓
練
、専
門
機

関
の
紹
介
な
C
を
行
っ
て
い
ホ
y
。

・
リ
ハ
ビ
リ
専
門
相
談

脳
卒
中
、
事
故
、
壟
叨
2

刄
一
}が

不
自
由
に
な
っ
た
方
の
リ
(
ビ
リ
訓
練

に
つ
い
て

□
言
語
訓
練
相
談

脳
卒
中
、
事
故
、
難
訶
な
とで
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
づ
ら
い
方
の

言
葉
の
馴
練
に
つ
い
て

□
襦
装
具
相
談

短
下
肢
装
具
、
義
足
、
義
手
、
つ
え

や
車
い
ず
弱
こ
の
製
作
、
修
理
等
や
福

祉
機
器
に
つ
い
て

□
目
助
具
相
談

調
理
、
更
衣
、
入
浴
、
桃
せ
つ
動
作

な
こ
を
行
い
や
す
く
t
髦
吹
4
邃
具

の
紹
介
や
製
作
に
つ
い
て

□
生
活
相
談

住
宅
、
進
路
、
就
労
な
ど
の
相
談
や

福
祉
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

□
儺
康
相
談

障
害
者
の
健
康
保
持

増
進
に
つ
い

て

リ
ハ
ビ
リ
訓
練
通
所
者
募
集

脳
卒
中
や
事
故
、
壟
刄
?
で
身
体

が
不
自
由
に
な
り
、
リ
(
ビ
リ
訓
練
を

希
單
莨
芳
に
次
り
6
刄
凾
練
を
行

っ
て
い
欒
y
。
お
気
軽
に
お
問
い
命
む

せ
ぐ
だ
さ
い
。

対
象
卜
亜
黔
T

で

心
身
に
障
害
を
お
持
ち
の
区
民
(
お
お

怠
瑟

壅
'
で
)

訓
練
内
容
=
マ
ヒ

レ
な
舌
袒
け
で
な
ぐ
全
体
の
機
能
を

昜天
限
に
牛
が
す
ひ
(
ビ
ひ
訓
練
/
言

粟
の
不
自
由
な
方
の
た
め
の
霜
瞋
騙
/

再
発
防
止
9

泌
の
健
康
管
理
/
家

事
・
更
衣
・
入
資
き
の
動
作
馴
練
/

補
装
具
・
自
助
具
な
ど
の
紹
介
や
作
成
/

外
出
訓
練
や
交
通
機
関
利
用
馴
練
/

雲
=
・
陶
慕
な
ど
の
趣
味
開
拓
/
就
労

に
向
け
て
の
援
助い

ず
れ
も

場
・
問
先
=
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー

酋
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

※
国
道
t
号
癲
(
日
光
街
道
)
の
東
側

お
よ
び
午
庄
地
区
の
方
は
東
部
へ
、
4

褥
癩
西
側
お
よ
7
小
台
・
新
田
・
宮
城

地
区
の
方
は
西
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
ぐ

だ
さ
い
。送
迎
バ
ス
も
利
用
で
孝
琢
す
。

ご
相
談
く
だ
さ
い

掲
示
板

□
世
界
都
市
博
覧
会
中
止
に
伴
う

ぉ
知
ら
せ
▽
特
別
対
策
緊
急
融
資

対
象
目
世
界
都
市
博
覧
会
の
中
止
に

よ
り
彫
!
冪
吁
た
中
小
企
栗
者
等

融
資
額
日
一
企
業
に
つ
き
一
億
円
以

下
(
無
利
子
)
融
資
期
間
卜
7
年

間
認
定
申
請
受
付
期
限
H
1
1
月
3
0

日
融
資
あ
つ
旋
申
込
期
限
目
1
2
月

2
8
B
受
付
場
所
日
8
月
2
2
B
ま
で

は
都
庁
第
二
本
庁
舎
―
階
臨
時
窓

口
、
l
月
2
3
B
～
1
2
月
2
8
B
は
都
民

広
場
地
下
特
設
窓
口

問
先
卜
東
京

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
対
策
本
部
事
業
部
　
(
a
a
)
2
2
9
7

都
・
労
働
経
済
局
金
融
課

(
5
3
2
0
)
4
8
0
7

▽
前
売
り
入
場
券
払
い
戻
し
期
間

日
a
月
1
日
皆
碵
百
柵
所
H

J
T
B
・
`
皺
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
・

東
急
観
光
・
J
R
東
日
本
の
ま
な
駅

・
び
ゅ
う
プ
ラ
ザ

金
額
H
大
人
2

千
7
0
0円・
中
人
千
枷
円
・
尖

千
釼

円
・
幼
児
4
0
0円

問
先
日

財
)

東

京
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
協
会

(
3
2
↑
?
)
1
7
9
6

東
京
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
対
策
本
部

(
5
3
Q
x
5
)
2
2
9
4

□
竃
話
相
談
『
社
労
±
1
1
0
番
』
社

会
保
険
労
務
ぎ

質
問
に
答
蛋
ヂ
日
時
儿
懴
一
水

曜
日
、午
前
1
0
時
I
午
後
t
時
間

先
卜
東
京
都
社
会
保
険
労
務
士
会
　
(
3
8
1
5
)
1
1
1
0

□
お
天
気
フ
ェ
ア
笳
日
時
H
8
月

1
6
日
～
1
9
B
、午
前
1
0
時
～
午
後
5

時
初
日
、午
前
u
時
か
ら
・
最
終
日

午
後
t
時
ま
で
)
場
所
日
新
宿
N

s
ビ
ル
内
容
=
展
示
・
ス
テ
ー
ジ
・

気
象
実
恥
傴
こ
問
先
卜
気
象
庁
広

報
室
　
(
3
2
1
2
)
Q
χ
a
4
1
□

中
川
・
綾
瀬
川
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
開
設

開
館
時
間

日
午
前
1
時
～
午
後
ま
霑
芬

入

鳩
料
凵
無
料
場
・
問
先
卜
中
川
・

綾
瀬
川
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
(
春
日
部
市
桶
篭
孑
柳
原
9
9
7
)

゛
0
4
8
(
7
6
3
)
4
4
1
6
□

第
1
回
再
就
業
看
護
婦
等
講
習

会
対
象
苴
擂
碼
壬
)
・
助
産

婦
・
看
護
婦
(
士
)
・
準
看
護
婦
　

壬
)
の
資
格
奎
捫
晨
職
を
希
望

す
x
芳
日
時
日
l
月
1
9
日
～
2
8
B

場
所
卜
東
京
都
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
s

用
卜
無
料
申
込
日
(
ガ
キ
に
住

所
、氏
名
、年
齢
、所
有
資
格
、電

話
番
号
、第
1
回
再
就
業
講
習
会
希

葷
と
明
記
申
・
問
先
卜
東
京
都
ナ

ー
ス
プ
ラ
ザ
(
渋
谷
区
渋
谷
2
-
1
2

-
5
は
本
薬
学
会
長
井
記
念
館
7

階
)
酋
(
5
4
6
6
)
9
4
1
1
□

都
・
大
塚
高
年
齢
者
高
等
一
業

技
術
専
門
校
1
0
月
入
校
生
対
象
=

―
再
就
職
や
転

瞰
を
霆
罟
れ
る
方
訓
練
期
間
日

1
0
月
～
平
成
8
年
―
こ
土
・
日
・
祝

尽
保
み
)
昼
間
・
:
午
前
8
時
5
0

分
I
午
後
t
時
即
分
、
夜
間
…
午
後

6
時
～
9
時
2
0
分
受
付
期
限
H
8

月
a

は

選
考
日
日
9

月
1
日

、
昼

間
・
:
午
前
1
0
時
、
夜
間
…
午
後
6

時

発
表
卜
9
月
7

日

間
先
日
高
年
齢

者
高
等
職
業
技
術
専
門
校
大
塚
校
　
(
3
9
1
0
)
4
4
5
4

□
私
立
高
等
学
校
等
授
業
料
軽
減

補
助
受
給
者
の
募
集
対
象
H
5
月

1
B
現
在
都
内
に
居
住
し
、私
立
の

全
B
制
高
等
学
校
、盲
・
る
っ
・
養

護
学
校
高
等
部
、高
専
T
t
3
年
)

お
よ
ぴ
専
修
学
校
高
等
課
程
の
在
学

生
の
保
護
者
で
▽
牛
居
保
護
を
受

け
て
い
る
方
(
年
額
1
5
9
千
円
)
▽
住

民
税
が
非
課
税
、均
等
剖
り
6
の
方
　

(
年
額
1
1
9
千
円
)
マ
住
民
税
が
一
定

額
以
下
の
方
(
年
額
8
0
千
円
)
▽
勤

労
牛
啀
(
都
が
定
め
た
看
護
学
校
・

年
額
邸
t
円
)
申
請
期
間
H
a
月

2
4
日
～
9
月
8
日
※
く
ゎ
し
ぐ
は

お
問
い
負

衽

ぐ
だ
さ
い

問
先
=

都
・
総
務
昜
学
事
第
一
課

(
5
3
2
0
)
7
7
7
0

□ サマージャンボ宝くじ予約申込受付中　この宝くじの収益金は、市町村の明るく住み良い町づくりに使われます〈都・区市町村振興協会〉
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ち ゃ ん
と 知

っ
て

い

た い

国 民 年 金
ねんきんは　義務を果たして　ささえ愛

国民年金とは、20歳以上60歳未満のすべての方が加入し、来たるべき老後において区民
一人ひとりか共通の基礎年金を受けら れるように、国が運営している制度です。
また、受け取る年金額の3 分の1 は、国の税金で負担されています。
高齢化の時代を計画とゆとりをもって暮らすには、国民年金について、きちんと知って

いることが大切です。今回は、すべての国民 か助け合う国民年金制度について、理解を深
めていただく ため、そのしくみをご紹介します。

3
つ
の
基
礎
年
金

老
齢
基
礎
年
金

!
盂
に
加入
以
血
暼
翕

め
た
期
間
が
、
葡

宝

濃

霧

期
間
・
図
」
冫
洫
り
)
參
9
万
が
、

原
則
と
し
7
必
歳
に
な
っ
た
と
忝
か
ら

鷽
g
汽
奪
y
。

里

顯

は
、
7
8万
i

千
瞋
円
。
た
だ

し
、
こ
れ
は
邸
纜
5

茗

ま
で
の
4
0
年

間
に
つ
い
て
、
す
ペ
ア
の

保
険
料
夲
靹

め
た
芦
菁
の

啻
製

にず

。

な
覡
未
納
期
間
や
酋
覃
受
け
た

朋
間
が
曼
芳
の
塀
`
ほ
、
下
配
の
計

算

式
に
よ
9

酊
算
さ
れ
{
霖

譽
i
e

ら

れ
ま
す
。

ま
&
希
望
に
よ
息
卯
斌
前
臟
ひ

卜
ぼ
お
よ
″
旆
斌
以
降
蘰
n
卞
げ
}

に
鷽
7
Q
冫
£
で
罌
ヂ
。
こ
の
場

合
、
纐
叺
ぶ
は
箴
額
、
綴
り
下
げ
ほ

増
顧
さ
れ
ホ
y
図
2
り
こ
お
り
)
。
支

給
串
は
i

豢
石
2

疂

べ

障
害
基
礎
年
金

卻
(

者
が
繻
気
や
ヶ
が
で

障
害
の
状

態

国

民
年
金
法
の
障
害
等
級
―
・
2

級
)

に
な
っ
た
冫
齊
弔
、
迴

霸

の
鍔

気
等
で

障
害
の
状
態
に
な
っ
た
と
磊
气

請
求
で

羣

詈

。
た
F
)

、
納
付
脣
吽

が
ゐ
2

兎

燮

顳

曠

1
¥
・
・
・
・
・
9
8
万
千
鷯
円

‘函

…
…
7
8万
i

千
!

‥

遺
族
基
礎
年
金

田
禹
年
金
に
加
入
し
て
い
る
万
や
、

老
齢
m
年
金
蛋
匹
χ
れ
る
賢
格
朋

間
の
1
9
万
が
r
y
`
な
っ
た
と
き
、
子

の
あ
る
妻
ま
た
は
子
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
s
じ
、
テ
5
孩
髄
に
漂
1
-
る

日
以
賢
の
最
朷
の
I

訝

甘

ま
で
の
関

に
あ
l
t

鳳
罠

年
龠
砥
の

嘩
番
碍
級

1
・
7
羲
の
子
琺
縦
禾
満
ま
で

。

な
覡

納
枅
婆
件
か
ゐ
ひ
豕
す
。

里
顧
曠

子
(
L人
)の
あ
る
妻・・・

薯
¥
鴎
円

子
T
人
)の
み
の
万・・・

7
8万
5
千
圓
円

図1

図2

み
ん
な
に
基
礎
年
金

昭
和
6
1
年
t
月
以
降
、
雋
種
の
年
金

剛
廩
に
共
壜
り
髦
y

じ

て
「
老
齢
基

躪
年
金
‘
が
導
入
S

れ
ま
し
た
。
自
営
-

厚
生
年

僉
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方

甎

国
民
年
啻
に
加
入
レ
冫
左
に
な
O
'

将
来
-

る
こ
こ
に
な
り
琢
y
。

※ 国民年金だけの方は、老齡基礎年金が支払われます
・ 民年金と厚生年金の方は 老齢基礎年金と老齢厚生年金が支払われます

年 金 の 価 値 は
、

完 全 自 動 物 価 ス ラ イ ド 制

に よ り
、
将 来 に わ た り 目 減 り し ま せ ん

加入の対象となる方

①( 60廐以上65瘢未満〉年金の受給資格期間が不足している方、または、受蛤資格のある方で年金額を満額に近づけたい方は、任慧加
入をすることができます
②〈65歳以上70嫩未為〉電和30年4 月1 日以前に生まれた方で、65瘢になった時点で、受給資格期間が不足しているために老齢基礎年
金を受給できない方は、70康になるまでの間で受蛤資格期間を満たすことができるまで任意加入をすることができます( 平成7 年4　
月から)

そ
の
他
の
給
付

寡

婦

年

金

夫
が
膺
氏
年
令
だ
け
(
籏
1
号
被
保

険
者
朋
間
は
除
S
で
、
棊
嶇
譱
輙
年

粢
り
賢
幡
期
聞
夲
満
た
レ
瓱
ぢ
、
年

傘
i
耆
最
§
た
亡
ン
`
な
っ
た
と
き

に
、
夫
に
よ
っ
ア
跟
骭

夲
厰

持
さ
れ
、

か
つ
夫
と
の
婚
姻
期
問
が
1
0
年
以
上
継

篩
し
て
い
`
腮
繻
禾
爾
の
麥
に
、
6
0
繻

か
ら
支
稻
概
れ
惠
&
年
命
顧
は
夫
が

鷽

け
た
で
晏
Q

冫
老
齢
慕
礎

年
金
旱
の
1

分
の
I
で
す

寐

害
基
礎
年
金
等
を

弓
吁

取
っ
て
い
る
塀
き
は
支
給
さ
れ
ま

廿
刄
)

。

死
亡
一
時
金

I
埀
器
i
け
察
l
″硬
犀
険
者

期
間
は
除
£

で
、
3
年
以
上
保
険
科

覊

索

―

障
害
棊
飃
竿
金
の
い
ず
訃
I
吁
な
い

で
匸
ぐ
な
っ
た
冫
呑
に
、
牛
骭
を
同
じ

く
し
て
い
た
濡
辰
の
万
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
燮
讌
は
保
険
料
納
付
年
奴
に
よ

り
典
な
り
豕
y
。

外
国
人
の
脱
退
一
時
金

"
罠
年
金
の
保
険
料
膏
刄
茸
以
上

畩
め
&
旄
卯
柚
の
外
国
人
の
方
が
、

何
の

年
必
罰
屡
9

ず
に
帰
呻

レ
だ
戸
筈

に
請
求
で
羣

チ

。
年
令
驟

は
保
険
料

吶
付
月
妝
に
よ
叮
與

な
り
i
y

。

問
先
蕊
瓱

屎

険
業
務
セ
ン
タ
ー

{
3
3
3
4
}
3
1
3

保

険

料

□
保
険
料
の
額

平
呎
冫
年
度

月
額
1

万
t

聊
円

平

成
8
年
度

月
額
1

万
冫
t
躙
円

・
付
加
保
険
料

月
額

椢
円

□
保
険
料
の
納
め
方

▽
口
座
振
醪
に
よ
る
方
法

金
融
機
関
覓
謬
冢
吸
く
}
の
預

金
口
眼
?
g
勗
的
に
振
醪
し
豕
7

▽
納
付
癬
に
ぶ
Q

万
法

S
民
埀
驟
が
濤
卩
だ
納
付
書
で

納
め
嫐
y
籘
厦
の
罠
ぢ
な
刀
は
、

甓

冒

険
事
秘
所
が
泌

卩

挺

納
付

で
駟
め
憂

。

□
葆
険
料
の
前
納

保
険
科
は
L

年
分
、
裹

ほ

】
掌
朋

聞
分
奮

素

晒
て
吶
倬

し
い
た
だ
く
と

剤
引
に
な
9

季
'
。

□
保
険
料
の
免
除

保
険
料
夲
経
済
的
な
珊
田
屁
こ
で
、

ご
{
じ
て
も
駟
め
β
れ
な
い
塀
『
納

付
啻
l
″
す
る
制
慶
で
y
。

▽
法
定
t
嶇

届
け
出
す
攵
¥
左
に
よ
っ
刄
免
除

さ
れ
李
y
。

ふ

底

保
護
法
の
怎

陌
扶
助
夲
受

け
て

い
る
万

・
障
害

基
礎
年
金
や

障
魯
厚
生
年
金
T

嶽
・
冫

磐

な
ζ

萋

吁
て
い
る
屶

▽
申
請
免
除

申
請
し
て
認
め
う
り
夕
莅
啄
さ
れ

求
y
。

・
所
碍
が
な
い
方

・
軻
気
や
ヶ

が
な
ど
で
経
済
的
に
困
っ

て
い
る
方

・
失
業
や
僻
蘖
不
糠

夕

で

経
済
的
に

困
っ
て
い
る
万

▽
零

菟

除

学
生
昼
間
部
)
は
、
毯
蓚
兩
の
研

瀝
倪
、
歌
こ
同
居
・
別
『
国
公
立
・
私

立
の
別
な
ど
に
よ
り
免
除
基
準
が
設
け

ら
れ
て
い
末
夏
左
旻
り
負
`
り
』
。

▽
農
家
受
け
涵
闃

-
間
に
翕
呎
れ
李
T

。

・
農
家
受
け
た
期
間
の
年
余
顧
は
、

納
め
た
鳩
合
{
T
分
の
}
と
な
り
ま

す
。

・
禎

六
1
0年
以
内
で

あ
れ
ば
、
一
定
の

命
顧

曇
加
簍
し

、
さ
か
の
ぼ
っ
て
駟
め

る
冫
忌

嵋
4

承

歹
。

あだち公園物語
( 8

)

見沼代親水公園
( 舎人四丁目5～古千谷本町四丁目8)

叭
萇
川
に
沿
っ
て
約
1
7
㎞
研
旨
駟

代
親
水
公
園
。
春
の
桜
、
秋
の
紅
蒙
な
y
`

四
季
折
々
の

曁
り
い
と
牙
祀

菷
Q
-

そ
し
刄
I

ほ

洳
叉

ん
水
遊
び
」
。

『
す
い
し
ゃ
池
』
で
は
、
孑
偉
た
ち
の

に
ざ
や
か
1
{

が
砂
罌

手

。
思
い
思

い
の
格
駄

汞

″
}詼

む

れ
て
い
る
子

供
た
ち
暎

今
り
S

万
気
い
っ
ぱ
い
。

水
の
流
れ
と
縁
が
心
籾
良
い
散
策
コ

ー
ス
で
、
夏
Q
堅
t
吸
わ
っ
て
み
て
は

E
I

交通案内
東武パス竹ノ塚駅, 吉ノこ ツ楫行
終点下車

または東武バス竹ノ苡駅 入谷冨暈

古千谷僑下車

免除される一例( 学生免除)

4 人世帯の場合

夫　サラリーマン

妻　専業主婦
長男　大学生
長女　高校生 ( 平 成7 年 度 基 零)

● 金額は総支払額です。手取り額ではありません

国民年金についての
お問い合わせは

中央本町庁 舎・国民年金 課へ

● 推進係　　3880- 5061
● 適用係　　3880- 5151
● 保険料係　3880- 5161
● 給付係　　3880- 5165
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くらしの情報

千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

年

金

障
害
・
遺
族
基
礎
(
旧
母
子
)
年
金
を

受
け
て
い
る
方
へ

「
現
況
届
」の
提
出
は
お
済
み
で
す
か

障
害
・
遺
族
基
礎
(
旧
母
子
)
年
金

を
受
け
て
い
る
方
に
は
、
「
受
給
者
現

況
届
」
の
用
紙
を
、
す
で
に
硲
胥
じ

て
あ
り
ホ
f
'
。
ま
だ
、
提
出
さ
れ
て
い

な
い
有
ほ
、
至
急
国
民
年
金
課
へ
提
出

し
て
ぐ
だ
さ
い
。
こ
の
「
現
況
芦
の

提
出
が
遅
れ
欒
y
と
、
辺
月
支
払
い
の

年
金
が
鷽
け
取
る
こ
と
が
で
忝
な
く
な

n
乖
"
。
な
お
。
本
人
{
所
得
制
限
限

度
額
が
、
&
月
よ
n
表
I
Q
弧
胃
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

問
先
乱
}
央
本
町

庁
舎
・
給
付
係

{
3
8
8
0
}
5
1
6
″
D

表1　障害基礎年金および遺族基礎年金受給者本人の所得制限限度額

●以下、扶養親族等の数が1 人増えるごとに、受給者本人の所得限度額35万円を加算します

表2　 ねんきん出張相談日程

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料
昿
毋
月
翌
月
末
日

が
納
期
限
で
す
。
7
日
芬
の
保
険
料
の

納
期
限
は
a
月
3
1日
で
す
。
匆
紅
ぐ
の

金
融
機
関
・
区
民
事
務
所
}
素
ほ
国
民

年
金
課
で
忘
れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ

い
。
便
利
な
口
座
振
替
竃
如
用
い
た

だ
き
ま
す
と
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ

ん
。
問
先
卜
中
央
本
町
庁
舎
・
保
険

料
係
　
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

日
程
等
卜
表
2
{
y
と
お
ひ
内
容
卜
国

民
年
金
の
し
く
み
や
壬
稠
き
、
保
険
料

の
畧
弘
方
法
な
ど
※
今
月
の
夜
間
相

談
は
、
保
筱
セ
ン
タ
ー
で
行
い
家
y

問
先
日
中
央
本
町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

6
0歳
説
明
会

日
時
H
a

月
1
5吁
(
火
)
、
午
前
一
…一
時
と

午
後
1

時
の
I

回
(

受
付
は

、
開
始
3
0

分
前
か
ら
)

場
所
H

中
央
本
町
庁
舎
3
0
2

・
3
0
3会
議
室

対
象
=

和
1
0年
9

月
2
日

肖
1

日
生
袤
れ
の
方
(

対

象
者
に
は
別
播
堰
知
)

内
容
日
年
金

制
度
の
し
く
み
と

受
給
手
続
き
の
説
明

お
よ
び
個
別
相
談
(

受
付
順
)

問
先
卜
中
央
本
町
庁
舎
・
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

国

保

就
職
・
退
職
し
た
ら

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
区

内
に
住
ん
で
い
る
方
(
外
国
人
を
含

む
)
は
、
万
一
の
病
気
や
ヶ
ガ
に
僧
え

て
、
必
ず
公
的
な
健
康
保
険
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
動
務
先
の
健

康
保
険
等
(
社
会
保
険
等
)
に
加
入
し

て
い
な
い
有
ほ
、
国
民
健
康
保
険
へ
の

加
入
が
必
要
で
す
(
`
{
だ
し
、
牛
苞
保

藍
蓊

の
万
は
除
く
}
。

□
退
職
し
た
ら
加
入
の
手
続
き
を

会
社
等
奮
E
職
し
て
職
場
の
健
康
保

険
奮
邏
し
た
方
や
そ
の
扶
養
家
族
の

方
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
泰
于

塑
忝
必
要
で
y
。
届
け
出
が
遅
れ
た

!
で

も
、
保
険
料
は
退
職
日
の
翌
日

か
§
g
か
の
ぼ
っ
て
か
か
ひ
ま
す
か
、

医
療
給
付
(
保
険
診
療
扱
い
)
は
原
則

と
し
て
さ
か
の
ぼ
2

卷
ん
の
で
、
早

め
に
手
続
謇
t
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

申

込
n
職
場
の
健
康
保
険
奮
y
め
た
証
明

昏
賓
格
喪
失
証
明
書
、
離
職
票
、
退

職
証
明
挙
S
こ
、
や
め
た
月
日
が
確
認

で
き
る
も
の
)
、
届
出
人
の
印
か
ん
、

届
出
人
の
偬
町
・
氏
名
が
確
認
で
き
る

も
の
(
運
転
免
許
証
な
ど
顔
写
真
貼
付

の
も
の
。
な
じ
、
お
持
ち
で
な
い
方

や
代
理
人
の
場
合
は
不
要
)
/
家
族
が

す
で
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
世
帯
は
、
国
民
健
康
保
険
証
/
7
0
歳

未
満
の
方
刄
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
　

(
国
民
年
金
奮
陬
ぐ
)
の
受
給
者
は
、

年
金
証
書
ま
た
は
年
僉
`
定
通
知
一
を

窓
口
に
持
参

※
届
出
人
が
代
理
人

(本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
員
以
外
の

方
)
の
場
合
や
、
住
所
・
氏
名
が
確
認

で
忝
な
い
と
き
は
、
保
険
弧
聳
日
郵

泌
と
な
り
手

□
鞁
し
た
ら
や
め
る
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方

で
。会
社
等
に
就
職
し
て
新
た
に
職
場

の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
方
や
。
そ
の

扶
養
家
族
に
な
っ
た
方
は
、
国
民
健
厦

保
険
を
や
め
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

会
社
等
か
ら
国
民
健
康
保
険
課
に
は
何

も
運
絡
が
な
い
た
め
、
手
続
き
を
し
な

い
と
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
ま
ま

と
な
っ
て
し
ま
い
‘
'ヂ

。
必
ず
や
め
る

壬
啻
晏
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
卜
勤

務
先
の
健
康
保
険
証
、
国
民
健
康
保
険

証
、
届
出
人
の
印
か
ん
を
窓
口
に
持
参

―
―
い
ず
れ
も
―
―

変
更
後
1
4日
以
内
に
手
羅
讐
蚤
し
て
く

だ
さ
い
。

申
先
H
各
区
民
事
務
所
ま

た
は
叨
氏
健
康
保
険
課

問
先
卜
中
央

本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

表3　 国保指定保養施設( 参考)

峯科金は、契約科金から助成金( 大人3, 000円・子供1, 500円) を引いた1泊2食付きの金額です

●区 民事務所、文化・スポーツ公社では申込できませんO ご注意ください

保
険
料
の
減
額
制
度

災
害
に
あ
っ
た
り
、
自
営
業
の
方
が

倒
産
・
破
産
し
た
な
ど
で
収
入
が
極
端

に
少
な
く
な
っ
て
生
活
に
困
り
、
資

産
・
能
力
の
殀
崩
麥
図
っ
た
に
も
か
か

わ
享
桑
険
料
e
t又
払
い
が
で
忝
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
事
嚮
に
よ
ひ
保
険
料

心所
得
割
額
を
笳
罟
る
制
度
が
あ
ひ

ま
す

冨
ヵ
月
を
限
度
)
。
た
だ
し
、

通
常
の
失
業
・
退
職
、
病
気
に
よ
る
収

入
一
蓍
?
ほ
該
当
し
墨
尤
。
申
請
さ

れ
る
方
は
、
電
駟
な
ど
で
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
な
お
減
額
で
き
る
の

は
。
申
請
月
以
降
の
保
険
料
で
す
。

問
先
ぶ
筴
本
町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

医
療
費
通
知
を
お
送
り
し
ま
す

区
で
は
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方

に
、
実
際
に
か
か
っ
た
医
療
費
を
£
知

ら
p
し
、
健
康
の
大
切
さ
を
知
っ
て
い

か
だ
ぐ
た
め
に
、
医
療
費
通
知
を
孱
付

し
て
い
患
'
。
今
回
は
。
5
月
に
診
療

を
鷽
け
た
方
に
そ
の
月
の
医
療
費
の
全

額
(
1
0割
分
ご
i

蒼
下
旬
に
お
知
ら

せ
し
ホ
y
(
総
医
療
費
が
1
千
円
以
下

の
場
命
や
医
療
機
関
か
ら
の
請
求
が
遅

れ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
お
送
p
し
て

い
ま
せ
ん
)
。
こ
の
通
知
は
、
お
知
ら

せ
で
す
の
で
、
特
に
手
謦
ほ
不
要
で

す
。

問
先
卜
中
央
本
町
庁
舎
・
保
険

給
付
係
　
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
保
指
定
保
養
施
設

国
民
健
康
保
険
課
で
は
、
国
保
加
入

者
の
方
が
東
京
近
県
の
国
保
で
指
定
し

た
旅
館
等
受
利
用
す
る
際
に
、
利
用
料

金
の
一
部
を
助
成
天
人
3
千
円
、
子

供
千
5
0
0
円
)
し
て
い
ま
す
。
対
象
卜

足
立
区
国
保
加
入
者
申
込
卜
施
設
へ

ぼ
接
電
話
予
約
(
足
立
区
国
保
扱
い
と
t

ほ
て
く
だ
さ
い
)
し
、
一
週
間
以
内

に
国
保
課
の
窓
口
に
て
利
用
承
認
書
の

発
行
手
続
き
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
※
料

翕
き
く
わ
し
く
は
「
国
保
だ
よ
り
9
5

年
t
月
号
」
袤
隘
鑾
丙
チ
ラ
シ
(
区

民
事
務
所
・
国
保
課
の
窓
口
に
あ
り
ま

す
)
を
ご
覧
く
だ
さ
い
申
・
問
先
H

中
央
本
町
堕
?
国
民
健
康
保
険
課
庶

務
係
　
(
3
8
8
0
)
5
1
2
2

生

活

環

境

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

表
4
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な
{
¥

じ
た
。こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
先
卜
都
・
下
水
道

局
小
菅
分
室

(
5
6
8
0
)
6
3
3
1

患
溌
化
工
事
の
融
資
あ
2
尤
制
度

が
あ
り
ま
す

問
先
日
中
央
本
町
庁

舎
・
助
成
係

(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表4　 水洗化可能地域

□ 8月は個人事業税第1期分の納期および特別十汕保有税( 取得分) 申告納付月です〈足立都税事務所〉
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福

祉

高
齢
者
福
祉
手
当
、福
祉
手
当

(国
制
度
)
の
定
例
払
月
で
す

□
高
齢
者
福
祉
手
当

8
月
2
5
E
前
後
に
4
月
～
7
月
分
を

振
ひ
込
み
嫐
y
。
※
歪
綟
が
4
月

分
か
ら
誤
と
お
り
変
わ
n
洫
レ
た

▽
月
額
i
万
1
千
円
↓
5
万
3
千
円
▽

月
額
4
万
1
千
円
↓
4
万
丿千
5
0
0円▽

月
額
1
万
1
千
円
↓
2
万
基
由

問
先
悲

虚
朱
庁
舎
・
高
齢
者
福
祉
係

□
福
祉
手
当
(
国
制
度
)

特
別
障
害
者
乖
当
、
堕
1
福
祉
手

当
、
福
祉
孟
ご
経
過
措
置
)
{
y
月
～

了
月
分
を
、
届
け
出
さ
れ
た
預
金
口

匣
に
1
0
ほ
ご
ろ
鵡
U
込
み
家
y
。
各
金

融
機
関
で
支
払
い
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

問
先
卜
千
住
本
庁
舎
・
障
害
福

祉
係

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
(
区
制
度
)・

難
病
患
者
福
祉
手
当
の

定
例
払
月
で
す

8
月
蜀
叺
に
>
ろ
、
届
け
出
さ
れ
た
口

座
に
手
当
(
4
月
～
7
月
分
)
を
振
ひ

込
み
零
y
。
各
金
融
機
関
で
支
払
い
を

受
け
て
ぐ
だ
さ
い
。
表
5
、
表
6
に
該

当
す
る
方
で
申
請
を
し
て
い
な
い
方

は
、手
続
き
を
し
て
乙ヽ
だ
さ
い
。
申
・

問
先
日
千
住
本
庁
舎
・
障
害
福
祉
係

表5　 心身障害者福祉手当

表6　 難病患者福祉手当

心
身
障
害
者
(
児
)
の
巡
回

相
談
(
予
約
制
)
を
行
い
ま
す

心
身
に
障
害
の
あ
る
万
を
対
象
に
、

専
門
の
医
師
に
よ
る
巡
回
相
談
受
付
い

欒
y
。
補
装
具
、
日
常
生
活
用
具
な
ど

の
相
談
は
こ
の
機
会
竃

」利
用
く
だ
さ

い
。

日

時
卜
9
月
1
3日
(
水
)
、
午

後
F
時
A

時

場
所
H
竹
の
褫
障
害

福
祉
館

定
員
H
1
0
0人

※
当
日
、
車

で
の
来
場
は
で
霤
Q
だ
け
ご
這
蘆
く
だ

さ
い

申
込
日
電
話
ま
た
は
直
接
窓
口

予
約
制
)

期
限
=
c
o
t
n
^
3
n申
・

問
先
=
管
轄
の
各
福
祉
事
務
所
(
表
7
)

恩
給
欠
格
者
・
戦
後
引
揚
者
の
方
へ

平
和
祈
念
事
業
特
別
釜
で
は
、
次

に
該
挙
呑
万
に
対
し
、
慰
霊
冐
囁

呈
し
て
い
奪
y
。

□
恩
給
欠
格
者

恩
給
法
上
の
旧
軍
人
・
軍
属
で
、
年

金
恩
給
な
g

冪
吁
て
い
な
い
方
の
う

ち
外
地
動
務
し
た
こ
a
j
^
S
O
'
実
在

職
年
が
L
年
以
上
あ
る
万

※
た
だ
し

次
の
方
を
除
く
=
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺

族
等
援
護
苹
上
の
軍
属
・
準
軍
属
だ
っ

た
方
(
雇
員
・
傭
人
・
工
員
等
)
/
共

済
年
全
寡
稻
し
て
い
る
方
/
日
本
国

鑷
を
有
さ
な
い
方
/
戦
後
強
制
抑
留
者

と
し
て
、
既
に
一
状
と
銀
杯
を
受
け
た

方

慰
労
品
=
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書

状
・
銀
杯

□
戦
後
引
揚
者

引
揚
者
に
対
す
る
特
別
交
付
金
夲
受

給
し
た
方
/
日
本
以
外
の
地
域
に
昭
和

智
百
徑

甘
ま
で
引
き
続
き
L
年
以

上
牛
居
の
本
拠
が
あ
ひ
、
終
戦
に
埋
つ

や
む
舎
兄
な
い
理
由
で
、
終
戦
日
以
後

日
本
に
引
き
揚
げ
て
き
た
方
等

慰
労

品
H
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

―
―
い
ず
れ
も
―
―

請
求
卜
諦
求
書
類
を
平
和
祈
念
事
業
特

別
棊
瓮
へ
郵
送

※
請
求
書
は
千
住
本

庁
舎
・
民
生
係
で
配
付

問
先
日
平
和

祈
念
事
業
特
別
基
釜

▽
恩
給
欠
格
者

・
=業
務
第
一
課

(
3
9
4
5
)
4
7
0
4

▽
戦
後
引
揚
者
・
:業
務
第
二
課

(
3
9
4
5
)
4
7
n
χ
‘
u

千
住
本
庁
舎
・
民
生
係

表7　 福祉事務所一覧

『
乳
幼
児
医
療
証
』の
現
況
届
の

提
出
は
お
済
み
で
す
か

現
況
届
奮
笊
U

て
い
た
だ
か
な
い

と
、
1
0月
1
日
以
降
の
医
療
証
を
裴
可

で
空
唇
ん
。
ま
だ
、
提
出
し
て
い
な

い
方
は
必
要
事
項
を
記
入
し
て
至
急
お

送
ひ
く
だ
さ
い
(
平
成
4
年
9
月
中
ま
'

れ
ま
で
の
お
孑
鳶
ん
は
現
況
届
は
必
要

あ
2

疂
ん
)
。児
羃
手
当
、
特
例
給
付

を
鷽
け
て
い
る
方
は
一
月
に
現
況
届
を

提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
求

か

、
今

回
は
乳
幼
児
医
療
助
成
制
度
の
現
況
届

で
す
の
で
必
ず
鳧
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
卜
千
住
本
庁
舎
・
邯
蔓
療
係

現
況
届
の
提
出
に
お
い
で
く
だ
さ
い

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手

当
苳
受
給
し
て
い
る
方
は
、
8
月
U
口

か
ら
9
月
1
0日
ま
で
に
現
況
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届
を
提
出
し
な

い
と
、手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

8
月
初
め
に
郵
送
」た

「
お
知
ら
せ
」

に
記
載
さ
れ
い
る
期
間
内
に
、
必
ず
本

人
が
手
続
き
に
来
所
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
日
千
住
本
庁
舎
・
児
菎
助
成
係

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
介
護
福
祉
士

を
目
指
す
方
へ

「
修
学
資
金
貸
付
制
度
」借
受
者
募
集

対
象
韭
埋
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・

介
護
福
祉
士
の
養
成
学
校
に
在
学
し
、

卒
業
後
、
区
内
の
福
祉
施
設
等
で
そ
れ

ぞ
れ
の
業
務
に
従
事
ず
る
意
思
を
有
す

る
方
(
3
年
弓
に徒
喜
す
れ
ぱ
壥
済
免

除
)

※
た
だ
し

同
種
の
資
金
を
借

り
て
い
な
い
方

貸
付
限
度
額
卜
年
額

3
6万
円
(
無
利
子
)

貸
付
期
間
日
養

成
学
校
の
正
規
の
修
学
期
間

募
集
人

員
叱
叉
(

抽
選
)

申
込
卜
直
接
窓

口

期
限
卜
8
月
2
1日

申
・
問
先
卜

千
住
本
庁
舎
・
高
齢
社
会
対
策
課
推
進

係

家
庭
福
祉
員
、児
童
緊
急
一
時
保
護
者

を
募
集
し
て
い
ま
す

□
家
庭
福
祉
員

昼
間
動
め
て
い
る
た
め
、
子
供
(
生

後
i
週
以
上
―
歳
未
満
の
乳
幼
児
)
の

世
話
が
で
忝
な
い
妲
哭
ん
の
代
わ
り

に
、
そ
の
子
供
を
保
育
す
る
仕
事
で

す
。

対
象
H
区
内
に
居
住
畜
収
詼

～
6
0歳
ま
で
の
、
保
母
、
教
員
、
看
護

婦
、
衷
ほ
助
産
婦
の
資
格
を
お
持
ち

の
方

□
児
童
緊
急
一
時
保
護
者

出
産
や
病
気
で
子
供
(
生
後
―
ヵ
月

以
上
学
齢
未
満
の
乳
幼
児
)
の
世
話
が

で
さ
な
い
お
母
さ
ん
の
た
め
に
、
一
時

的
に
そ
の
孑
&
一
を
愬
…
一
る
仕
事
で
f
y
。

対
象
H

区
内
に
居
住
し
、2
5
歳
ふ

竄

ま
で
の
児
章
の
保
育
経
験
の

あ
る
万

―
―
い
ず
れ
も
―
―

※
施
設
設
備
等
に
一
定
の
条
件
が
あ
り

欒
y
申
先
卜
襲
獄
祉
協
議
会

(
3
8
8
8
)
1
5
5
0

問
先
日
千
住
本
庁
舎
・
保
育
第
一
係

(障
)医
療
証
を
お
送
り
し
ま
す

8
月
下
旬
に
9
月
1
日
か
ら
有
効
の

澡
医
療
証
奮
胥
汞
y
。心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
制
度
は
、
保
険
診
療
の
自

己
負
担
額
を
助
成
す
る
都
の
制
度
で

す
。
申
請
し
て
い
な
い
方
は
手
靨
罨

し
て
ぐ
だ
さ
い
。
対
象
卜
表
8
・
9

の
と
お
り

申
・
問
先
=
千
住
本
庁

舎
・
障
害
福
祉
係

表8 ( 障) 医療証・対象者等

表9 ( 障) 医療証・所得制限表

● 基準額は総収入から( 障) 医療証交付基準に基づく控除額を差し引いた金額です( 単位: 千円)

□ みんなで守ろう　わが家　わがまち　9月1日は防災の日《都・消防庁》
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水
上
バ
ス
の
旅

あ
だ
ち
リ
バ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

日
時
卜
9
月
召
ご
木
)
、午
前
1
時
3
0

分
～
午
後
叨
辧
苹
住
』

町
船
着
場
貊
水
門
～
千
住
新
橋
～

東
京
港
～
千
住
(
水
上
バ
ス
利
用
)

対
象
H

観
光
竪

器

貝
布
或

沚

内
在

住
の
方

定
S
H

叨
人
程
度
(
抽
選
)

費
用
=
c
>
観
光
協
会
会
員
・
:
1
千
円

▽
会
員
外
・・・
1
千
沺
円
{

い
ず
れ
も
昼

食
付
き
、
当
日
現
地
で
支
払
い
}

申

込
=

往
復
(

ガ
キ
に
希
望
者
全
員
の
住

所
、氏
名
、年
齢
、聾
寒
号
、会
員
・

会
員
外
の
別
、
「リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

希
望
こ
劭
記
※
(
ガ
キ
L
枚
で
I

人
ま
で
申
し
込
み
可
。
湎
唇
(
ガ
キ
の

表
に
も
任
所
、
氏
名
奮
孚
勵
Λ
し
て

く
だ
さ
い
。
重
複
申
し
込
み
は
無
効

期
限
卜
&
月
1
8
E
消
印
有
効
申
・
問

先
卜
観
光
協
会
リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

狠
コ

中
央
本
町
庁
舎
・
摩
蘖
振
興
課

内
)

〒
圀
中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

　
{
3
8
8
0
}
5
1
9
1

カ
ッ
パ
の
バ
ッ
ジ
発
売
中
!

販
充
価
格
日
単
品
鴪
円
、
i
色
セ
ッ
ト

瞋
円

販
売
場
所
基
海
未
庁
舎
・
情

報
公
開
課
お
よ
ぴ
中
央
本
町
庁
舎
・
情

報
公
開
課

期
間
裁
…河
1
5
a
ま
で

問
先
日
千
住
本
庁
舍
・
広
報
課

(
3
8
8
2
)
1
1
1
L

㈹

7
0歳
以
上

の
方
へ

生
き
が
い
奨
励
金を

支
給
し
ま
す

区
で
は
、高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
学

賈
齬
や
竍
蒿
蔘
加
を
お
手
伝
い
す

る
た
め
、
「生
き
が
い
奨
励
命
を

支
給
し
て
い
家
y
。対
象
=
8
月

1
具
徑
区
内
に
居
孳
呑
7
0
纜
以

上
の
方
(
年
齢
は
平
成
8
年
1
月
3
1

猛
徑
)
支
給
金
額
祐
-
～
7
4
歳

の
方
…
5
千
円

、7
5
歳
以
上
の
方
・・・
7

千
円

支
給
予
定
日
H
1
1
月
1

日

申
込
卜
今
年
新
た
に
対
象
に
な
っ
た

方
に
は
、a
月
下
旬
に
支
給
申
出
書

の
用
紙
を
郵
送
じ
豕
T
。
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、返
送
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
今
ま
で
に
申
出
書
夲
提
出
さ

れ
た
方
は
、
手
続
き
の
ぷ
要
は
ゐ
ひ

ま
廿
ん

。

問
先
乱
に住
本
庁
舎
・

生
涯
教
育
推
進
課
計
画
係

(
3
8
8
2
)
1
1
1
L

㈹

情 報コ ー ナー

あだちまつりA- Fest a' 95
通信

最 近

ち ゃ ん
と

遊 ん で

ます
か

?

あだ っ

ち
ボ ー

ル 参加者
募 集

A- Fest a の名物 「あだ っちボ
- ル」を今年も閧催します。rあだ
っちボール」はドッヂボールに似
た簡単で楽しいゲームです。各種
賃金を用意して皆さんの参加をお
待ちしています。 日時=10 月15
日( 日)、午前1C葺持 場所= 虹の広
場( 荒川河川敷) 対象= 区自丘
住・在動・在学の方で、1 チーム10
人( 女性または50歳以上の方を

3人以上含む) 費用=1 チーム1, 000
円 期限=9 月14日

記念T シャツ発売中
収益はまつりイベントにあてら

れます。ご 協力をお願いし ます。

A- Fest a の催しについては
申 一問先= 足 立区区民まつり
委貝会事務局( 中央本町庁舎
・地域振興課育成係)

38日0- 5173

女性
総合センタ ー

の 催し

夏休み父と子の 料理教室
料理は。お母さんだけの仕事で

はありません。いつもは仕事に忙

しいお父さん、お子さんと一緒に

料理づくりにチャレンジしてみま

せんか。きっと、楽しい夏休みの

一日になりますよ。日時=8月

26日( 二t二) 、午前1( l 時～午後2時

対 象= 区 内在 住 ・ 在勤 の方 で 、小

学 校3 年 から 中 学生 まで のお 子さ

んと 一緒 に参 加で き る お父 さ ん

定員=24 組( 抽 選) 申込= 往復

ハガ キ に 講座 名 、 住所 、父 と 子供

の氏 名 、子 供 の 学年 。電話 番 号、

希 望 理由 を 明 記 期 限=8 月17 日

必 着 費用=1 人800 円( 材 料 費)

● 一申・目先 厶咋虻さI xンター
〒193 晦日17331
3880- 5222

あだちブラスバンドフェスティバル' 95

～響け　広がれ　吹奏楽の輪～ 出演団体募集
音楽の好きな人たちカS篥まって

つくる吹奏楽の発表の場に。あな

たも一一一緒に参加し ません力丶。 期
日=11 月5 日 〔日〕 場所= ギャ
ラクシティ・西新井文化ホール

募集団体= 股、小学校、瓦匐?
校 の吹奏 楽団( 中 学校は別途 募
集) 賁用 無料 出演1応● =1
団体111分穐席 曲目一自由l 寢諷=8

月31日 ※ お手伝いいただけ

る方、広告も募 集中です 申・問
先= あだちブラスバンドフェステ

ィバJ I yl 浹 行委 員会事 務局( 千
仕寡庁 否・文化振興係)
3882―111( 代)

消費者
通信大学「暮らしっくスクール」公開講座

くらしと経済～米の自給と規制緩和、今、日本の農業は?

日時=8月24日( 木) 、午後6時30
分～8時30分対象=区内在住・
在勤の方 定貝=40 人( 先着順)

費用= 無料 申込= 電 話 場・申
・問先= 消費者センタ ー
3880- 5385

ご家族おそろいでおでかけください

学童集団疎開50周年資料展
今か ら半 世 紀 余 前、 足 立区 の 小

学 生が 親元 を は な れて 、 長野 県 で

生 活 ・学 習を 行 い まし た。
この¥贏a1鬩の様々な記録や資

料は、歳月とともに薄れ風化しつ

つあります。学校教育史上忘れる

ことのできない疎開の体験や資料

を、後世に伝え、残すため、資料

展を閧催します。日時=8月24

日～28日、午前1〔簟彫～午後6時( 最

終 日は 午後2 時 ま で) 場所= 西
新#R 匯 ギ ャラ リ ー( 西 新 井サ テ

ィ4F) 費用= 無料 問 先= 教

育 研究 所　3850- 8801

朝のラジオ体操

電話で情報を提供します 声の便利帳「ハローあだち」

3272- 8600
区役所が休みの土・日曜日、祝
日、さら には平 日の業 務終了 後
に、電話で休日診療所や図書館な
どの区の施設についての問い合わ
せにお答 えし ます。Nrr の オペ
レ ータ ーがr ハロ ーダ イヤ ルで

す」といいますので 「足立区の○
○ について知りたいのですが」と

た ずねてください。また、施設案

内図の欲しいかたは、オペレータ
ーに「OCの案内図カS歌しい」と
言い、ファクス番号をお伝えくだ
さレ丶。利用111間- Cy月～4̀ 霸1日
・・・午後6時～8時じ) 十皿日-・・午
前9時～7復8時し>日● ・祝日
・・・午前9時～7謾5時間先=千
住本疔4を・広尾以1談係

31弼2- 111I SOj

◎ 「あだち広報」は再生紙を使用しています OYC　24Q, 000


